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概 要：国道５０４号広瀬道路は，北薩横断道路の一部を構成し，九州縦貫自動車道や南九州西回り自動車道な
どと一体となった広域交通ネットワークにより，鹿児島空港へのアクセス向上を目的とした道路であ
り，北薩地域の産業活性化への寄与も期待される。

概 要 災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため，国土強靱化の予算を充当し，道
路改良などの整備を進め，令和６年３月１７日に供用。

■ 実施主体：鹿児島県

■ 実施場所：広瀬道路（薩摩郡さつま町求名～広瀬）

■ 事業概要：道路改良，橋梁工など

■ 事 業 費 ：１７０億円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） 3,200百万円）

■ 事業期間：平成２３年～令和５年度

（うち，５か年加速化対策 令和３年度～令和５年度）

■ 整備効果
① 災害，事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成
② 鹿児島空港へのアクセス向上に伴い，特産品の農水産物は，

ああ鮮度向上が図られ，販路拡大が見込まれる。

５か年加速化対策

道路改築事業

北薩横断道路（広瀬道路） 高規格道路のミッシングリンク解消他 整備効果事例 鹿児島県

《現地状況写真》

《整備効果》

《位置図》
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概 要：令和２年７月豪雨，令和２年台風１０号に対して，これまでの道路整備が効果を発揮した事例
（主）川内串木野線（荒川工区）は，薩摩川内市といちき串木野市を結ぶ幹線道路で，平成１９年から
串木野ＩＣや串木野新港へのアクセス強化及び原子力災害時の避難機能強化として道路整備事業を実施
した。

■ 実施主体：鹿児島県

■ 実施場所：荒川工区（いちき串木野市）

■ 事業概要：道路改良，トンネル工など

■ 事 業 費 ：約４２億円

（うち，３か年緊急対策 410百万円）

■ 事業期間：平成１９年～令和１年度

（うち，３か年緊急対策 平成30年度～令和１年度）

■ 整備効果：

令和２年７月豪雨では，日降水量168mmを観測したが、被災
等なし。

令和２年台風第１０号では最大風速13m/sを観測。平成１６
年台風１８号時を上回る風速を観測し，旧道では越波が確認さ
れたが，トンネル整備による事業効果により，通行止めはな
かった。

３か年緊急対策

（主）川内串木野線（荒川工区） 道路の越波被害に対する対策 整備効果事例 鹿児島県

《整備効果》《位置図》防災・安全交付金事業

荒川工区

《対策前》

《対策後》

▲平成２２年６月豪雨では、斜面崩壊が発生。

▲トンネル整備による防災機能向上

▲平成１６年台風第１８号では、
越波によりガードレール損傷



■ 実施主体：鹿児島県

■ 実施場所：伊座敷バイパス（南大隅町佐多）

■ 事業概要：道路改良，トンネル工など

■ 事 業 費 ：約６２億円

（うち，３か年緊急対策 710百万円）

■ 事業期間：平成１５～令和１年度

（うち，３か年緊急対策 平成30年度～令和１年度）

■ 整備効果
令和５年台風６号では，佐多観測所の日降水量におい

て，平成１９年７月出水時を大きく上回る雨量が観測さ
れ，旧道部は落石被害が確認されたが，道路整備の事業
効果により，バイパス部は被災等なし。

また，並行する（主）鹿屋吾平佐多線で，崩土による
全面通行止めがなされたが，国道２６９号が迂回路とし
て活用された。

国道２６９号（伊座敷バイパス） 道路の法面・盛土に対する対策 整備効果事例 鹿児島県

《位置図》防災・安全交付金事業

伊座敷バイパス

《令和5年6号台風時の整備効果》

概 要：令和５年台風６号に対して，これまでの道路整備が効果を発揮した事例
国道２６９号（伊座敷バイパス）は，国道沿いの斜面に浮石や転石が多く存在し，風雨や地震等の自然
災害による被災が頻発していることから，平成１５年から抜本的な防災対策として，道路整備事業を実
施した。

《対策前》

《対策後》

▲平成１９年７月 集中豪雨に
よる被災

▲トンネル整備による防災機能向上

法長 約１７０ｍ

落石（4m超）

迂回路

台風第6号による
全面通行止め

(R5.8.9～R5.9.8)
伊座敷

バイパス

▲（主）鹿屋吾平佐多線
被災状況(R5.8)

▲町道（旧 国道269号）被災状況(R5.8)

３か年緊急対策
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概 要： 一般県道霧島公園小林線，霧島市霧島田口地内においては，道路法面の風化により，落石・崩土が発生。
５か年加速化対策予算を活用し，道路の法面対策を推進し，道路利用者の安全確保並びに通行止めの発生を要望するな
ど，災害に強い道路ネットワークの形成を図る。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所： (一)霧島公園小林線

霧島市霧島田口地内

 事業概要：落石防護網工

ロープ掛け工

 事業費 ： 240百万円

（うち，３か年緊急対策 ４０百万円）

 事業期間：平成２６年～令和４年度

（うち，３か年緊急対策 平成30年度）

 整備効果：

○ 道路利用者の安全確保

○ 通行止め発生の予防

災害に強い道路ネットワークの形成

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

防災・安全交付金事業

(一)霧島公園小林線 道路の法面・盛土の土砂災害防止対策 整備効果事例 鹿児島県

霧島市

通行規制

H20年4月 岩石 0.6～0.7m 自然落下 無 無

 発生年月  落下物  大きさ、量   要     因  第三者被害等

H23年6月 岩石 0.1～0.3m 100m3 崩壊落石

H24年6月 土砂 50m3 崩土 無 無

無 無

● 災害発生の履歴

● 法面の状況

落
石
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網
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（撤去）

落石防護柵H=1.5m

CL

掘削

A=1.0

21.8

● 工事前 ● 工事後



5

概 要： 県道安脚場実久線，瀬戸内町瀬武地内においては，道路法面の風化により，落石・崩土が発生。
５か年加速化対策予算を活用し，道路の法面対策を推進し，道路利用者の安全確保並びに通行止めの発生を要望するな
ど，災害に強い道路ネットワークの形成を図る。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：大島郡瀬戸内町瀬武地内

 事業概要：道路法面対策

（現場吹付法枠工，植生基材吹付工）

 事業費 ： 80百万円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） ７２百万円）

 事業期間：令和４年度 （うち，５か年加速化対策 令和４年度）

 整備効果：

○ 道路利用者の安全確保

○ 通行止め発生の予防

災害に強い

道路ネットワークの形成

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

防災・安全交付金事業

県道安脚場実久線 道路の法面・盛土の土砂災害防止対策 整備効果事例 鹿児島県

＜資料＞

※県ホームページに掲載することを
前提に作成すること。

施工前

施工後

瀬戸内町
せとうち



＜資料＞
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概 要：平成31年３月に策定した「鹿児島県無電柱化推進計画」に基づき，防災の観点や景観形成の観点等から，無電柱化を進める。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：鹿児島市武町地内

 事業概要：電線共同溝

 事業費 ： 660百万円

（うち，３か年緊急対策 90百万円）

 事業期間：平成２９年～令和８年度

（うち，３か年緊急対策 平成30年度～令和２年度）

（うち，５か年加速化対策 令和３年度～令和７年度）

 整備効果：

○ 電柱倒壊による道路閉塞の未然防止

○ 救急救命，復旧活動に必要な交通機能の確保

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

補助事業

鹿児島東市来線 市街地等の緊急輸送道路 無電柱化対策 整備効果事例 鹿児島県

鹿児島市

無電柱化イメージ

整備前 整備後

整備状況

※写真はイメージであり，実際の施工場所と異なる。
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概 要： 野口橋については，緊急輸送道路上の「今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率が26%以上にある地域」に
該当する橋梁であることから，災害時の救急救命活動や復旧支援活動を支えるため、耐震補強（大規模な地震時でも軽微
な損傷に留まり、速やかな機能回復が可能となる対策）を推進する。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：霧島市国分野口地内

 事業概要：橋脚補強・水平力分担構造

 事業費 ：196百万円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） 170百万円）

 事業期間：令和４年～令和７年度

（うち，５か年加速化対策 令和３年度～令和７年度）

 整備効果：既設橋梁の橋脚及び，支承においては，レベル１地震
動を超える地震動が生じた場合に機能が失われる可能性があ
るため，耐震補強を実施することにより，兵庫県南部地震と同
程度の地震においても軽微な損傷に留まり、被災後、速やかに
緊急輸送が可能となる。

○ 通行止め発生の予防

〇 速やかな機能回復を可能とする

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

防災・安全交付金事業

(一)北永野田小浜線 緊急輸送道路における耐震対策 整備効果事例 鹿児島県

霧島市

● モデル図（動的解析）

● 水平力分担構造● 橋脚補強

● 現況写真

● 側面図
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概 要： 急速に進展する道路施設の老朽化に対し，ライフサイクルコストの低減や持続可能な維持管理を実現する予防保全による
道路メンテナンスへ早期に移行するため，定期点検等により確認された修繕が必要な道路施設（橋梁，トンネル，道路附属
物，舗装等）の対策を集中的に実施する。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：西之表市国上地内

 事業概要：橋梁架替え

 事業費 ：500百万円

（うち，５か年加速化対策（加速化分） ３２６百万円）

 事業期間：令和元年～令和８年度

（うち，５か年加速化対策 令和２年度～令和６年度）

 整備効果：

○ 予防保全型の道路メンテナンスへ早期に移行

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

補助事業

５８１号伊関国上西之表港線 道路施設の老朽化対策 整備効果事例 鹿児島県

＜資料＞

①着工前，完成時がよくわかる写真

②数値データ

③標準横断図 などの資料

西之表市

※県ホームページに掲載することを
前提に作成すること。

着工前

仮橋，下部工施工
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概 要： 急速に進展する道路施設の老朽化に対し，ライフサイクルコストの低減や持続可能な維持管理を実現する予防保全による
道路メンテナンスへ早期に移行するため，定期点検等により確認された修繕が必要な道路施設（橋梁，トンネル，道路附属
物，舗装等）の対策を集中的に実施する。

５か年加速化対策

補助事業

国道226号 道路施設の老朽化対策 整備効果事例 鹿児島県

南九州市

断面補修工

着工前 着工後 実施主体：鹿児島県

 実施場所：南九州市頴娃町御領地内

 事業概要：橋梁補修

馬渡橋 上部工（PC単純下桁橋） N=56.6ｍ

下部工 橋台 N=２基

ひび割れ補修工 N=1構造物

断面補修工 N=1構造物

表面保護工 N=1式

 事業費 ：56百万円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） ５０百万円）

 事業期間：令和４年度～令和６年度

（うち，５か年加速化対策 令和４年度～令和６年度）

 整備効果：

○ 予防保全型の道路メンテナンスへ早期に移行

断面図 S=1:50 
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概 要： 急速に進展する道路施設の老朽化に対し，ライフサイクルコストの低減や持続可能な維持管理を実現する予防保全による
道路メンテナンスへ早期に移行するため，定期点検等により確認された修繕が必要な道路施設（橋梁，トンネル，道路附属
物，舗装等）の対策を集中的に実施する。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：鹿屋市大浦町地内（小川橋）

 事業概要：橋梁補修 L=4.0m

（ひび割れ注入工，断面修復工）

 事業費 ：4百万円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） ４百万円）

 事業期間：令和３年度

（うち，５か年加速化対策 令和３年度）

 整備効果：

○ 予防保全型の道路メンテナンスへ早期に移行

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

補助事業

鹿屋環状線 道路施設の老朽化対策 整備効果事例 鹿児島県

鹿屋市

修繕前 完 成
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概 要： 急速に進展する道路施設の老朽化に対し，ライフサイクルコストの低減や持続可能な維持管理を実現する予防保全による
道路メンテナンスへ早期に移行するため，定期点検等により確認された修繕が必要な道路施設（橋梁，トンネル，道路附属
物，舗装等）の対策を集中的に実施する。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：出水市昭和町地内

 事業概要：舗装補修

 事業費 ：100百万円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） ８０百万円）

 事業期間：令和３年度～令和４年度

（うち，５か年加速化対策 令和３年度～令和４年度）

 整備効果：

○ 予防保全型の道路メンテナンスへ早期に移行

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

防災・安全交付金事業

国道４４７号 道路施設の老朽化対策 整備効果事例 鹿児島県

着工前 完 成

出水市
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４０0百万円

令和4年度



神之川水系神之川では，平成５年８月，平成７年８月，平成9年9月に浸水被害が発生するなど，浸水被害の常襲地区であったことか
ら，平成14年度に事業着手し，河口部（南神之川地区），大田地区，市街地部（徳重地区）において，河川の流下能力バランスを図りな
がら河川改修を進めている。
近年は，防災・減災，国土強靱化のための３か年緊急対策や５か年加速化対策等を活用しながら，河道拡幅や堰の改築などを実施

しているところである。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：二級河川 神之川水系神之川

 事業概要：掘削工，護岸工，橋梁架替等

 事業費 ：事業費約５０億円

（うち，３か年緊急対策 210百万円）

（うち，５か年加速化対策 688百万円） ※令和5年度補正予算まで計上

 事業期間：平成14年度～令和１3年度

（うち，３か年緊急対策 平成30年度～令和２年度）

（うち，５か年加速化対策 令和３年度（令和２年度補正）～）

 整備効果：

大田地区において，河道掘削や分水路の整備を実施したことなど
により，令和５年７月の出水など，平成５年８月と同程度の近年の豪
雨に対しても人家等の浸水被害を発生させることなく，洪水を安全
に流下させている。

平成5年8月：床上浸水49戸，床下浸水46戸

平成7年8月：床上浸水 5戸，床下浸水18戸

平成9年9月：床上浸水 7戸，床下浸水46戸

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

大規模河川改修事業
防災・安全交付金事業

神之川水系神之川 流域治水対策（河川） 整備効果事例 鹿児島県

日置市

〈全体計画〉

神之川，広域河川改修事業，L=３，７００ｍ

（河口部）L=1600m （大田地区）L=600m （市街地部）L=1100m （長松川）L=400m

【一連区間】L=400m 【一連区間】L=400m

○広域河川改修事業（延長：3.7km）
・内容：掘削，護岸，橋梁架替等
・期間：平成14年度～

令和５年７月の大雨に対して，これまでの河川整備が効果を発揮した事例

○大規模特定河川改修事業
・内容：掘削，護岸，橋梁架替等
・期間：令和元年度～

越流改修前の川幅

改修後の川幅
掘削

改修前

改修後

横越流堤からの越流

分水路
分水路

分水路

神之川（大田地区）における整備

降雨量 1h
（mm）

3h
（mm）

12h
（mm）

H5.8 65 128 214

R5.7 75 133.5 188

（八重山観測所）



土砂災害対策（流域治水対策）

【参考】防災・減災，国土強靱化の取り組み事例【参 考】 防 災 ・ 減 災 対 策， 国 土 強 靱 化 の 取 組 事 例

貨物船利用岸壁

鹿児島県は，平成以降（過去33年間）の
土砂災害発生件数が全国1位であるが，
土砂災害危険箇所の整備率は約36％

取組事例（垂水市深港川）

垂水市深港川は，R2補正から通常予算
に加え，5カ年加速化予算（C=360百万
円）で，渓流保全工と山腹工を実施

深港川

道路ネットワークの機能強化

鹿児島県の高規格幹線道路の整備率が
８５％，地域高規格道路の整備率が５８
％であり，多くのミッシングリンクが残る

ミッシングリンク

現道における線形不良箇所
(国道504号_さつま町)

至 空港

国道への土砂流入状況
(国道220号_霧島市)

現地状況写真 整備効果

河道掘削（流域治水対策）

気候変動により集中豪雨の発生が増加
傾向にあるが，依然として県管理河川の
整備率は約4７％と低く，整備の推進が
必要

取組事例（西之表市甲女川）

西之表市甲女川は，５か年加速化予
算で河道掘削等を実施し，流下能力
の向上を図った

５か年加速化対策後も別枠
での継続的な取組が必要

５か年加速化対策後も別枠
での継続的な取組が必要

５か年加速化対策後も別枠
での継続的な取組が必要



（着工前）
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概 要：当該地区は，鹿児島市の中心部に位置し，がけ高５９ｍ，勾配４７度の急傾斜地である。また，斜面上部下部の保全対象として
人家31戸・二級河川 新川・市道等があり，斜面崩壊が発生した場合甚大な被害が生じる恐れがある。地元からの防災対策へ
の強い要望もあることから緊急な対策が必要である。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：鹿児島市田上8丁目地内

 事業概要：法枠工・擁壁工

 事業費 ：事業費１０億円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） ５０百万円）

 事業期間：平成１８年～令和４年度

（うち，５か年加速化対策 令和２年度～令和４年度）

 整備効果：

当該地区を整備することにより，斜面崩壊を未然に防止し，人家
３１戸・二級河川 新川・市道等を保全する効果がある。今回，通常
予算と併せて国土強靱化予算を充当することにより，当初予定よ
り2年前倒しでＲ４年度に工事が完了することとなり，人家保全等
の早期の効果発現に付与することができた。

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

防災・安全交付金事業

急傾斜地崩壊対策事業 田上10地区 流域治水対策（砂防） 整備効果事例 鹿児島県

鹿児島市 （完成）

（標準横断図）

斜面高 Ｈ＝５９ｍ

全体延長 Ｌ＝250ｍ
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概 要： 平成２７年の梅雨期の豪雨により６月２４日，７月５日，７月２８日に土石流が発生し下流域に被害を被ったことから，災害関連緊急砂防事業により
砂防堰堤・地下水対策の整備を実施した。これに引き続き，特定緊急砂防事業，事業間連携砂防等事業及び通常砂防事業により渓流保全工及び
山腹工の整備することにより，下流住民の生命・財産を保全する。
なお，防災・減災，国土強靱化のための３か年緊急対策や５か年加速化対策により，渓流保全工及び山腹工を実施した。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：垂水市二川深港 深港川２

 事業概要：砂防堰堤，渓流保全工，山腹工

 事業費 ：事業費15.5億円

（うち，３か年緊急対策 ４１百万円）

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） 394百万円）

 事業期間：平成28年～令和８年度

（うち，３か年緊急対策 令和１年度）

（うち，５か年加速化対策 令和２年度～令和5年度）

整備効果：
土石流災害後整備した砂防堰堤（本堤）が完成したことにより，
平成30年7月の大雨時に土砂や流木を捕捉し，下流への被害を
防止することができた。

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

防災・安全交付金事業

その他水系深港川 流域治水対策（砂防） 整備効果事例 鹿児島県

垂水市
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概 要：古い年代に設置され，現在の技術基準に合致しないものや，老朽化により機能が低下した砂防関係施設（砂防施設・地すべり
防止施設・急傾斜地崩壊対策施設）を補修・改築することにより，新たに施設を設けることなく地域における土砂災害等に対す
る安全性の向上を図る事業。

 実施主体：鹿児島県

 実施場所：出水郡長島町 城川内川

 事業概要：堰堤腹付け，管理用道路ほか

 事業費 ：事業費 1.0億円

（うち，５か年加速化対策（加速化・深化分） 97百万円）

 事業期間：令和２年～令和４年度

（うち，５か年加速化対策 令和２年度～令和４年度）

整備効果：既存の砂防関係施設の機能低下を防止し，所定の機能
及び性能を長期にわたり維持・確保し続けることが可能
となった。

３か年緊急対策 ・ ５か年加速化対策

砂防メンテナンス事業

城川内川水系城川内川 砂防関連施設の老朽化対策 整備効果事例 鹿児島県

長島町 既存堰堤の腹付け

除石管理するための
管理用道路を新設

腹付け 既存


